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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第61期
第３四半期
累計期間

第62期
第３四半期
累計期間

第61期

会計期間
自  平成24年４月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年４月１日

至  平成25年12月31日

自  平成24年４月１日

至  平成25年３月31日

売上高 （千円） 19,423,181 20,461,946 25,662,550

経常利益 （千円） 1,188,279 606,117 1,265,854

四半期（当期）純利益 （千円） 703,774 358,633 722,040

持分法を適用した場合の
投資利益

（千円） － － －

資本金 （千円） 729,000 729,000 729,000

発行済株式総数 （株） 4,592,000 4,592,000 4,592,000

純資産額 （千円） 7,735,349 8,015,369 7,781,322

総資産額 （千円） 17,315,335 17,528,074 17,032,852

１株当たり四半期（当期）
純利益金額

（円） 155.73 79.19 159.77

潜在株式調整後１株当たり
四半期（当期）純利益金額

（円） － 78.96 159.72

１株当たり配当額 （円） － － 35.00

自己資本比率 （％） 44.6 45.7 45.6
 

　

回次
第61期
第３四半期
会計期間

第62期
第３四半期
会計期間

会計期間
自  平成24年10月１日

至  平成24年12月31日

自  平成25年10月１日

至  平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 53.09 21.35
 

(注) １  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推

移については、記載しておりません。

３  持分法を適用した場合の投資利益については、当社は、関連会社がないため記載しておりません。

４  第61期第３四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を

有している潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営んでいる事業の内容に重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)  業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、政府による経済対策や金融政策の効果から円安株高が

進行し、個人消費や企業業績が好転したことにより景気も回復基調となったものの、新興国経済の減速

等といった海外経済の下振懸念や円安による原材料価格の上昇等もあり、景気は依然として先行き不透

明な状況で推移いたしました。 

当社が主として関連する塗料業界におきましても、こうした経済環境のもと、出荷数量は前年並みの

水準となりました。

このような情勢のもとで、当社における当第３四半期累計期間の製品出荷数量は、115,442トン（前

年同期比1.1％増）となりました。

当第３四半期累計期間の業績といたしましては、売上高は新規需要の開拓等により製品及び商品の出

荷数量が増加したことや、原油・ナフサ市況が前年同期と比較して高水準に推移したことにより販売単

価がアップしたため、204億61百万円 (同5.3％増)と増収になりました。

主な品目の売上高は、増加したものとしては、単一溶剤類が89億51百万円 (同5.9％増)、印刷用溶剤

類が38億43百万円 (同3.5％増)、単一溶剤直送品を中心とした商品が22億34百万円 (同18.0％増)、減

少したものとしては洗浄用シンナー類が13億54百万円 (同0.4％減)、エタノール・その他が９億85百万

円 (同3.1％減)となりました。

一方損益面では、効率的な原材料購入を推進するとともに経費節減に注力いたしましたが、円安等の

影響により国内の原油・ナフサ市況が引続き高止まりし、原材料費の上昇を招いたことに加えて、販売

競争の激化により採算が悪化した結果、営業利益５億75百万円 (同51.5％減)、経常利益６億６百万円 

(同49.0％減)、四半期純利益３億58百万円 (同49.0％減)となり、いずれも減益となりました。
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(2)  財政状態の分析

当第３四半期会計期間末の総資産は、175億28百万円(前事業年度末比４億95百万円増)となりまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金の増加(同６億61百万円増)等があったものの、現金及び預金の減

少(同89百万円減)等があったことによるものであります。

負債総額は、95億12百万円(前事業年度末比２億61百万円増)となりました。これは主に、支払手形及

び買掛金の増加(同６億円増)、短期借入金の増加(同２億40百万円増)等があったものの、未払法人税等

の減少(同２億63百万円減)、長期借入金の減少(同１億78百万円減)等があったことによるものでありま

す。

純資産は、80億15百万円(前事業年度末比２億34百万円増)となりました。これは主に、利益剰余金の

増加(同２億円増)等があったことによるものであります。

　

(3)  事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた

課題はありません。

　

(4)  研究開発活動

当第３四半期累計期間の研究開発費の総額は60百万円であります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

①  【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 11,760,000

計 11,760,000
 

　

②  【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)

(平成25年12月31日)

提出日現在

発行数(株)

(平成26年２月10日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 4,592,000 4,592,000
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ
(スタンダード)

単元株式数は1,000株
であります。

計 4,592,000 4,592,000 － －
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

 

(千円)

資本金残高

 

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成25年12月31日 ― 4,592,000 ― 729,000 ― 666,880
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

①  【発行済株式】

平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 58,000

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,528,000 4,528 －

単元未満株式 普通株式 6,000 － －

発行済株式総数 　 4,592,000 － －

総株主の議決権 － 4,528 －
 

(注) １  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式726株が含まれております。

２  当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

②  【自己株式等】

平成25年12月31日現在

所有者の氏名

又は名称
所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 東京都港区芝大門 　 　 　 　

大伸化学株式会社 一丁目９番９号 58,000 － 58,000 1.26

計 － 58,000 － 58,000 1.26
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

　

　

　

EDINET提出書類

大伸化学株式会社(E00917)

四半期報告書

 6/15



第４ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内

閣府令第63号）に基づいて作成しております。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間（平成25年10月１日

から平成25年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に

係る四半期財務諸表について、應和監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３  四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,545,174 2,455,791

受取手形及び売掛金
※1, ※2 8,242,384 ※1, ※2 8,904,289

商品及び製品 137,338 184,068

原材料及び貯蔵品 667,751 660,863

その他
※1 543,137 ※1 559,574

貸倒引当金 △2,068 △2,235

流動資産合計 12,133,717 12,762,352

固定資産

有形固定資産 3,905,491 3,686,227

無形固定資産 70,109 68,894

投資その他の資産

その他 953,320 1,038,237

貸倒引当金 △29,787 △27,637

投資その他の資産合計 923,533 1,010,600

固定資産合計 4,899,134 4,765,721

資産合計 17,032,852 17,528,074

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 6,272,574 ※2 6,872,833

短期借入金 160,000 400,000

1年内償還予定の社債 70,000 70,000

1年内返済予定の長期借入金 249,000 244,000

未払法人税等 273,276 9,809

賞与引当金 130,320 64,375

役員賞与引当金 32,600 －

その他 346,730 365,359

流動負債合計 7,534,501 8,026,377

固定負債

社債 420,000 385,000

長期借入金 709,250 531,250

退職給付引当金 381,970 354,843

役員退職慰労引当金 128,025 137,950

その他 77,784 77,284

固定負債合計 1,717,029 1,486,327

負債合計 9,251,530 9,512,705
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 729,000 729,000

資本剰余金 666,880 669,352

利益剰余金 6,419,166 6,619,626

自己株式 △51,866 △42,131

株主資本合計 7,763,180 7,975,848

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 12,026 34,029

評価・換算差額等合計 12,026 34,029

新株予約権 6,115 5,491

純資産合計 7,781,322 8,015,369

負債純資産合計 17,032,852 17,528,074
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 19,423,181 20,461,946

売上原価 16,011,356 17,695,507

売上総利益 3,411,824 2,766,438

販売費及び一般管理費 2,225,327 2,190,773

営業利益 1,186,497 575,664

営業外収益

受取利息 1,841 260

受取配当金 7,257 10,107

保険返戻金 23,435 42,322

その他 14,320 11,353

営業外収益合計 46,855 64,044

営業外費用

支払利息 21,713 15,105

手形売却損 15,211 14,655

社債利息 4,275 3,729

その他 3,873 102

営業外費用合計 45,072 33,591

経常利益 1,188,279 606,117

特別利益

固定資産売却益 1,708 5,139

特別利益合計 1,708 5,139

特別損失

固定資産除却損 2,986 1,233

固定資産売却損 － 7,077

特別損失合計 2,986 8,310

税引前四半期純利益 1,187,002 602,946

法人税等 483,228 244,313

四半期純利益 703,774 358,633
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【注記事項】

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　

当第３四半期累計期間

(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日)

(税金費用の計算)
  当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に
当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

 

　
(四半期貸借対照表関係)

※１  債権流動化による譲渡残高は次のとおりであります。

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 2,496,965千円 2,723,166千円

預け金 374,544千円 408,474千円
 

(注)  流動資産の「その他」に含まれている「預け金」は譲渡済売上債権のうち、債権買取会社への期末現在の必要

留保金額であります。

　
※２  四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。な

お、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 1,830千円  12,513千円

支払手形 324,712千円  286,944千円
 

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　

　
前第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

減価償却費 313,426千円 276,065千円
 

　

EDINET提出書類

大伸化学株式会社(E00917)

四半期報告書

11/15



　

(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間（自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 112,982 25.00 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日）

１  配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日
定時株主総会

普通株式 158,172 35.00 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

　

２  基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社の事業は、シンナー製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算

定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間
(自  平成24年４月１日
  至  平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自  平成25年４月１日
  至  平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 155円73銭 79円19銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額(千円) 703,774 358,633

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 703,774 358,633

普通株式の期中平均株式数(株) 4,519,300 4,528,901

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 － 78円96銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益調整額(千円) － －

普通株式増加数(株) － 13,256

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜
在株式で、前事業年度末から重要な変動があった
ものの概要

－ －

 

(注)  前第３四半期累計期間における潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有して

いる潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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應 和 監 査 法 人

指定社員
業務執行社員

　
公 認 会 計 士    澤 　田 　　昌 　輝 　　
㊞　　　　　　　　　　　　　　　　　　

指定社員
業務執行社員

　公認会計士   星　野　　達　郎　　㊞

独立監査人の四半期レビュー報告書
　

 

　
平成26年２月10日

大伸化学株式会社

取締役会 御中

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大

伸化学株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第62期事業年度の第３四半期会計期間(平

成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31

日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、大伸化学株式会社の平成25年12月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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